
第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略実績報告書(令和４年度)【概要】   資料１ 
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【基本目標１ まちの魅力を向上させ、新たなひとの流れをつくる】 

１ 数値目標 

指標 評価 
R4 

現況値 

市外からの平日の滞在人口 △ 
13,504 人 

16,660 人 

市外からの休日の滞在人口 △ 
14,084 人 

16,951 人 
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【指標の評価について】 
◎：目標値達成（目標値以上） 
○：現況値超目標値未満 

△：現況値以下 
―：数値が判明していない等 

 
※ 現況値：平成 30 年度 

(人) 
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２ 具体的施策（７施策 25 事業） 

施策 

評価 

重要業績指標 

（ＫＰＩ） 

主要要因（ＣＳＦ） 

◎ ○ △ ― 計 

戦略的な情報発信 ○ 0 3 1 0 4 

創業を希望している市民への支援 ○ 1 0 1 0 2 

産業の振興と雇用の促進 △ 3 0 2 0 5 

時代のニーズに対応する農業の創造 ○ 0 1 3 0 4 

個性豊かな観光施策の推進 △ 1 3 2 1 7 

利便性の高い公共交通網の形成 △ 0 1 0 0 1 

にぎわいと活力ある魅力的なみち・まちづくり ◎ 1 1 0 0 2 

合 計 ― 6 8 9 2 25 
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３ 総論 

【総括】 

○ 交流人口の増加の視点から施策を展開している。 

○ 数値目標に掲げる「滞在人口」については、新型コロナウイルス感染症の影響で低迷していたが、やや持ち直しつつあ

る。 

○ 現況値と比較すると、半数以上の事業が現況値を上回っている。 

 

【施策別】 

○ 「戦略的な情報発信」については、新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いてきたことから、昨年度に比べ実績値

が減少しているものの、現況値を上回った事業が多い。 

○ 「創業を希望している市民への支援」については、新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いてきたことから、現況

値を上回った事業が増加した。 

○ 「産業の振興と雇用の促進」については、昨年度に比べ現況値を上回る事業が増加した。 

○ 「時代のニーズに対応する農業の創造」については、現況値を上回った事業は２事業となった。 

○ 「個性豊かな観光施策の推進」については、イベントの中止やかたくりの湯の感染症対策等の制約のある中での営業な

ど新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、ＫＰＩの実績値が現況値を下回った。 

○ 「利便性の高い公共交通網の形成」については、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、ＫＰＩの実績値が現

況値を下回った。 

○ 「にぎわいと活力ある魅力的なみち・まちづくり」については、全ての事業で現況値を上回っている。 
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見 

 

 

  

推進委員会後、委員の意見を入力します。 
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【基本目標２ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶える】 

１ 数値目標 

指標 評価 
R4 

現況値 

合計特殊出生率 △ 
1.21（※） 

1.55 

「武蔵村山市は安心して子どもを産み育てるこ

とができるまちだと思う」人の割合 
― 

調査未実施 

72.1% 

※ 合計特殊出生率については、例年、冬頃、区市町村別の数値が公表される。 

そのため、実績値は前年の数値である。 
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【指標の評価について】 
◎：目標値達成（目標値以上） 
○：現況値超目標値未満 

△：現況値以下 
―：数値が判明していない等 

 
※ 現況値：平成 30 年度 



6 

 

２ 具体的施策（４施策 20 事業） 

施策 

評価 

重要業績指標 

（ＫＰＩ） 

主要要因（ＣＳＦ） 

◎ ○ △ ― 計 

結婚・妊娠・出産・子育てへの支援 ◎ 5 1 2 0 8 

子育てしやすいまちづくり ― 2 1 2 1 6 

子どもの知力・体力の向上 ◎ 0 0 3 1 4 

教育環境の整備 △ 0 0 2 0 2 

合 計 ― 7 2 9 2 20 
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３ 総論 

【総括】 

○ 年少人口及び将来的な生産年齢人口の増加を図る視点から施策を展開している。 

○ 数値目標に掲げる「合計特殊出生率」については、現況値と比較すると減少しているが、49 区市で 10 番目の数値であ

る。（令和３年度実績） 

○ 数値目標に掲げる「武蔵村山市は安心して子どもを産み育てることができるまちだと思う」については、計画策定時の

アンケート調査項目であり、令和４年度はアンケート調査を実施していない。 

○ 現況値と比較すると、おおよそ半数の事業が現況値を上回っている。 

 

【施策別】 

○ 「結婚・妊娠・出産・子育てへの支援」については、新型コロナウイルス感染症の影響下でも多様な保育サービスを継

続し、半数以上の事業が目標値を達成している。 

○ 「子育てしやすいまちづくり」については、ＫＰＩが計画策定時のアンケート調査項目であり、令和４年度はアンケー

ト調査を実施していないため、数値が不明である。 

その他事業については、現況値を上回った事業が増加した。 

○ 「子どもの知力・体力の向上」については、ＫＰＩが目標値を達成した。 

ただし、その他事業については、調査未実施のものを除き、全ての事業において現況値を下回った。 

○ 「教育環境の整備」については、全ての事業において、現況値を下回った。 
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見 

 

 

  

推進委員会後、委員の意見を入力します。 
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【基本目標３ 誰もが安心して暮らし続けられる地域をつくる】 

１ 数値目標 

指標 評価 
R4 

現況値 

これからも本市に住み続けたいと思う人の割合 ― 
調査未実施 

31.1% 

20 歳代の転出者割合 △ 
13.3% 

12.6% 
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【指標の評価について】 
◎：目標値達成（目標値以上） 
○：現況値超目標値未満 

△：現況値以下 
―：数値が判明していない等 

 
※ 現況値：平成 30 年度 
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２ 具体的施策（３施策 14 事業） 

施策 

評価 

重要業績指標 

（ＫＰＩ） 

主要要因（ＣＳＦ） 

◎ ○ △ ― 計 

交通利便性や買い物環境の向上に向けたまちづくり ― 1 0 1 0 2 

安心して暮らせるまちづくり ◎ 1 1 0 0 2 

健康でいきいきと暮らせるまちづくり ― 3 3 4 0 10 

合 計 ― 5 4 5 0 14 
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３ 総論 

【総括】 

○ 「住み続けたい」と思うまちづくりを進める視点から施策を展開している。 

○ 数値目標に掲げる「これからも本市に住み続けたいと思う人の割合」については、計画策定時のアンケート調査項目で

あり、令和４年度はアンケート調査を実施していない。 

○ 数値目標に掲げる「20 歳代の転出者割合」については、転出者及び転出者割合が減少しているものの、転入者も大きく

減少しており、転出超過の状態が続いている。 

○ 現況値と比較すると、半数以上の事業が現況値を上回っている。 

 

【施策別】 

○ 「交通利便性や買い物環境の向上に向けたまちづくり」については、ＫＰＩが計画策定時のアンケート調査項目であ

り、令和４年度はアンケート調査を実施していないため、数値が不明である。 

○ 「安心して暮らせるまちづくり」については、防災対策を計画的に行ったため、ＫＰＩの目標値を達成するとともに、全

ての事業で現況値を上回った。 

○ 「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」については、ＫＰＩが計画策定時のアンケート調査項目であり、令和４年度

はアンケート調査を実施していないため、数値が不明である。 

  なお、半数以上の事業において、現況値を上回っている。 
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見 

 

 

推進委員会後、委員の意見を入力します。 
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【留意事項】 

＜指標について＞ 

ＫＰＩ：Key Performance Indicator の略称。客観的な重要業績評価指標のことです。 

ＣＳＦ：Critical Success Factor の略称。主要要因と訳され、目標達成に大きく影響す

る事業のことです。 

＜指標の評価について＞ 

○ 現況値（平成 30 年度実績）と当該年度の実績を比較しています。 

○ 評価については、以下の４段階で実施しています。 

① ◎：目標値達成 

② ○：現況値超目標値未満 

③ △：現況値以下 

④ ー：数値が判明していない 

＜再掲事業について＞ 

○ 総合戦略内で【再掲】と記載されている事業については、省略しています。 
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